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②学校と地
域の課題

05 その他

・本市は、全ての小・中・
義務教育学校に学校運営協
議会を設置している。しか
し、実施方法や内容に学校
間格差が解消されていない
現状がある。また学校運営
協議会と地域学校協働活動
の一体的推進において十分
機能していないことも課題
である。

・CSマイスター等を活
用した研修会を実施
し、学校運営協議会の
充実を図る。

・地域コーディネー
ターのモデル配置によ
り地域学校協働活動の
充実を図る。

・市内で先進的な取組を行っている学
校をモデルとして、熟議を重ねる中で
学校運営協議会の質的向上を図る。

・CSマイスター等を活用した研修会を
実施し、助言を得る。

・地域コーディネーターのモデル配置
を継続し、学校運営協議会と地域学校
協働活動の一体的取組の充実を図る。

・学校を核とした地域の連携
や支援する取組とし、学校・
家庭・地域が一体となって、
学校運営に関わることで当事
者意識が高揚し、地域学校協
働活動の活性化につながる。

・学校・家庭・地
域が連携協働して
行った月平均事業
数（活動数）

7 件 10 7

02
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れる

成果
・モデル配置をした地域コーディネーターの活躍によ
り、地域学校協働活動内容の充実につながった。

課題
・活動の回数に学校間格差がある。
・地域コーディネーターを活用した取組について情報
提供を行うことが不十分である。

展望
・来年度は地域コーディネーター配置校が１校増え
る。取組について情報提供・交流の機会を増やし、よ
り積極的な活動につなげたい。
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